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平
成　

年
度
各
会
計
決
算
の
認
定
議
案
は
、
９
月

２６

定
例
会
最
終
日
に
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
、
そ
の
後
こ

れ
ら
の
議
案
を
審
査
す
る
た
め
、
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
の
各
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
は　
月　
日
か
ら　
日
ま
で
の
３
日
間
、

１０

１３

１５

特
別
会
計
は　

月　

日
に
審
査
を
行
い
、
採
決
の
結

１０

１６

果
、
い
ず
れ
の
会
計
も
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。

　
　

月
定
例
会
初
日
の
本
会
議
で
は
、
小
野
高
一
一

１２
般
会
計
決
算
特
別
委
員
長
と
浅
倉
成
樹
特
別
会
計
決

算
特
別
委
員
長
か
ら
審
査
報
告
が
行
わ
れ
、
採
決
の

結
果
、
一
般
会
計
は
賛
成
多
数
で
、
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、
介

護
保
険
事
業
特
別
会
計
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
は

全
会
一
致
で
そ
れ
ぞ
れ
認
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
会
議
で
の
一
般
会
計
決
算
に
対
す
る
各

会
派
の
討
論
の
要
旨
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

平成２６年度決算総括表
単位：円
差引額歳出決算額歳入決算額

１，２５７，７１１，１０２６０，１３９，５６３，１７３６１，３９７，２７４，２７５一 般 会 計

２７６，３６７，１５３１７，５８５，０１６，２９８１７，８６１，３８３，４５１国民健康保険事業
特
別
会
計

４９，６８７，４５４３，７３０，４８０，０９５３，７８０，１６７，５４９後期高齢者医療

１６５，２７９，４７４１１，２５９，０３２，００９１１，４２４，３１１，４８３介 護 保 険 事 業

１３０，７３５，２１２３，８０２，９６０，９０１３，９３３，６９６，１１３下 水 道 事 業

１，８７９，７８０，３９５９６，５１７，０５２，４７６９８，３９６，８３２，８７１合　 　 計

日程、開会時刻は変更や追加になる場合もありますので、事前に議会事務局までお問い合わせください。

2月　1日（月）総務委員会（※1）
2月　2日（火）生活文教委員会
2月　3日（水）厚生委員会（※1）
2月　4日（木）環境建設委員会（※1）
2月　5日（金）全員協議会
2月　8日（月）請願・陳情締め切り（午前中）（※2）
2月18日（木）議会運営委員会（※3）
2月23日（火）3月定例会本会議（初日）
2月24日（水）3月定例会本会議（一般質問）
2月25日（木）3月定例会本会議（一般質問）

2月26日（金）3月定例会本会議（一般質問）
2月29日（月）3月定例会本会議（代表質問）
3月　1日（火）予算特別委員会（一般会計）
3月　2日（水）予算特別委員会（一般会計）
3月　3日（木）予算特別委員会（一般会計）
3月　4日（金）予算特別委員会（特別会計）
3月　7日（月）総務委員会
3月　8日（火）生活文教委員会
3月　9日（水）厚生委員会

請願・陳情締め切り（午前中）（※4）

3月10日（木）環境建設委員会
3月11日（金）広聴広報特別委員会
3月17日（木）議会運営委員会（※3）
3月23日（水）3月定例会本会議（最終日）

広聴広報特別委員会（※3）
（※１）当日は現地視察を予定しており、委員会室での議

案や請願などの審査または調査はありません。
（※２）３月定例会初日上程の受け付け期限です。
（※３）開始時間については、議会事務局にお問い合わせ

ください。
（※４）３月定例会最終日上程の受け付け期限です。

議会を傍
聴

しません
か？ 市市市市市市市市市市市市市市市市議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会のののののののののののののののの日日日日日日日日日日日日日日日日市議会の日程程程程程程程程程程程程程程程程程（（（（（（（（（（（（（（（（予予予予予予予予予予予予予予予予定定定定定定定定定定定定定定定定））））））））））））））））（予定）

今後の

市役所7階
場　　所
原則として午前9時
開会時刻

傍聴される方は、
議会事務局へ
お越しください。

一般会計決算に対する各会派の討論 （要旨）

緑 の 党 こ だ い ら
市民協働で事業に取り組む必要がある点を指摘

反対
　

反
対
の
理
由
を
以
下
に
述
べ
る
。
臼

地
域
連
絡
会
は
、
市
民
が
ま
ち
づ
く
り

に
ど
う
か
か
わ
っ
て
い
く
の
か
と
い
う

ビ
ジ
ョ
ン
が
な
い
。
渦
な
か
ま
ち
テ
ラ

ス
に
つ
い
て
、
建
設
コ
ス
ト
の
増
な
ど

へ
の
深
刻
な
総
括
が
見
え
な
い
。
嘘
ご

み
焼
却
施
設
の
更
新
等
に
つ
い
て
、
ご

み
処
理
事
業
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
た

が
、
策
定
段
階
で
の
市
民
参
加
が
な
い
。

唄
生
ご
み
の
資
源
化
は
市
民
を
交
え
て

検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
欝
鈴
木
保
育
園

の
跡
地
利
用
は
未
定
と
の
こ
と
だ
が
、

廃
園
と
あ
わ
せ
て
決
定
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。
蔚
補
助
金
の
見
直
し
及
び
受
益

者
負
担
の
適
正
化
が
依
然
と
し
て
実
行

さ
れ
て
い
な
い
。
検
討
経
過
を
明
ら
か

に
し
、
市
民
も
交
え
て
検
討
す
べ
き
で

あ
る
。
鰻
今
後
人
口
減
少
で
保
育
園
が

余
る
と
き
が
来
る
。
建
て
か
え
の
時
期

に
場
当
た
り
的
に
検
討
す
る
の
で
は
な

く
、
保
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
全
市
的

な
保
育
の
あ
り
方
を
検
討
す
べ
き
で
あ

る
。
姥
自
治
基
本
条
例
に
基
づ
く
評
価
、

検
証
は
、
庁
内
に
加
え
市
民
が
評
価
す

る
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
厩
小
川
駅

西
口
再
開
発
等
に
お
け
る
高
層
マ
ン
シ

ョ
ン
を
軸
に
し
た
手
法
は
見
直
す
べ
き

で
あ
る
。
⑩
学
童
ク
ラ
ブ
へ
の
障
害
児

の
受
け
入
れ
制
限
は
撤
廃
す
べ
き
で
あ

る
。
以
上
、
反
対
討
論
と
す
る
。

生活者ネットワーク
喫 緊 の 課 題 を 解 決 す る 姿 勢 は 評 価

賛成
　

安
定
化
を
図
る
財
政
運
営
の
中
、
喫

緊
の
課
題
へ
の
前
向
き
な
姿
勢
も
見
ら

れ
る
こ
と
か
ら
賛
成
す
る
。
臼
コ
ス
ト

削
減
だ
け
で
な
く
、
何
を
優
先
し
て
財

政
支
出
す
る
か
を
市
民
と
と
も
に
考
え

る
た
め
、
情
報
提
供
と
情
報
共
有
を
行

い
各
政
策
で
の
市
民
参
加
を
進
め
る
こ

と
を
要
望
す
る
。
渦
地
域
課
題
解
決
の

た
め
積
極
的
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
と
も
に
事

業
を
行
っ
て
い
く
と
い
う
意
気
込
み
を

感
じ
な
い
。
市
の
側
か
ら
協
働
を
進
め

る
工
夫
を
望
む
。
嘘
私
立
認
可
保
育
園

５
園
の
増
設
を
行
う
な
ど
待
機
児
童
解

消
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
は
評
価
す

る
。
募
集
の
際
の
事
業
者
の
提
案
や
、
そ

の
後
の
保
育
状
況
に
も
関
心
を
寄
せ
チ

ェ
ッ
ク
し
て
い
く
こ
と
を
求
め
る
。
ま

た
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
や
男

女
共
同
参
画
の
実
現
も
含
め
、
預
け
先

づ
く
り
と
し
て
だ
け
で
な
い
子
育
て
支

援
事
業
の
充
実
を
望
む
。
唄
ま
ち
づ
く

り
サ
ロ
ン
な
ど
市
民
参
加
の
新
し
い
手

法
へ
の
取
り
組
み
は
評
価
す
る
。
今
後

は
大
規
模
開
発
に
お
け
る
近
隣
住
民
と

の
調
整
な
ど
課
題
解
決
に
丁
寧
に
取
り

組
む
こ
と
を
求
め
る
。
欝
な
か
ま
ち
テ

ラ
ス
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
声
を
聞
き

な
が
ら
、
よ
り
良
い
施
設
と
な
る
よ
う

積
極
的
に
努
力
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

以
上
を
申
し
述
べ
賛
成
討
論
と
す
る
。

日本共産党小平市議団
保 育 園 開 設 等 の 取 り 組 み を 評 価

賛成
　

賛
成
の
理
由
を
以
下
述
べ
る
。
臼
市

税
に
つ
い
て
、
払
い
た
く
て
も
払
え
な

い
市
民
に
、
よ
り
丁
寧
な
対
応
を
お
願

い
す
る
。
渦
市
民
参
加
、
市
民
と
の
協

働
の
進
展
に
つ
い
て
、
公
共
施
設
白
書

の
作
成
で
は
、
徐
々
に
市
民
と
一
緒
に

考
え
る
ス
タ
イ
ル
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

嘘
福
祉
全
般
に
つ
い
て
、
生
活
保
護
で

は
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
増
員
等
が
さ
れ

た
。
認
可
保
育
園
の
新
設
や
認
証
か
ら

の
移
行
等
、
働
く
保
護
者
の
安
心
に
つ

な
が
っ
て
い
る
も
の
と
評
価
す
る
。
唄

職
員
配
置
と
職
員
の
健
康
管
理
で
は
、

残
業
が
常
態
化
し
て
い
る
職
場
や
長
期

病
休
者
等
に
つ
い
て
、
職
場
環
境
等
の

改
善
を
求
め
る
。
欝
平
和
施
策
は
前
進

が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
事
業
の
拡
充
を
求

め
る
。
蔚
公
民
館
の
あ
り
方
で
は
、
市

民
の
学
習
・
交
流
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い

取
り
組
み
が
な
さ
れ
た
と
評
価
す
る
。

鰻
特
別
に
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
た
ち

の
教
育
に
つ
い
て
は
、
特
別
支
援
教
育

支
援
員
の
さ
ら
な
る
充
実
を
求
め
る
。

姥
子
ど
も
の
貧
困
対
策
で
は
、
就
学
援

助
費
の
基
準
を
市
費
で
キ
ー
プ
し
て
い

る
こ
と
を
大
き
く
評
価
す
る
。
厩
学
校

給
食
民
間
委
託
に
つ
い
て
、
こ
れ
以
上

の
民
間
委
託
を
ス
ト
ッ
プ
し
、
問
題
が

あ
れ
ば
直
営
に
戻
す
こ
と
を
求
め
る
。

以
上
、
意
見
を
述
べ
賛
成
討
論
と
す
る
。

　

本
決
算
は
、
財
政
規
律
に
基
づ
く
基

本
的
姿
勢
に
お
い
て
、
少
子
高
齢
化
に

伴
う
構
造
的
な
市
税
収
入
源
を
見
据
え

た
適
切
な
予
算
執
行
で
あ
っ
た
と
判
断

し
賛
成
す
る
。
臼
商
工
会
の
補
助
を
通

じ
た
商
工
振
興
の
支
援
等
に
よ
り
、
起

業
や
誘
致
等
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
る

こ
と
を
評
価
す
る
。
今
後
と
も
企
業
誘

致
等
で
の
法
人
市
民
税
の
増
収
や
さ
ま

ざ
ま
な
方
策
で
の
自
主
財
源
確
保
に
取

り
組
む
こ
と
を
期
待
す
る
。
渦
今
後
も

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
最
大
限
に
活
用
し
、
業
務
の

効
率
化
の
み
な
ら
ず
、
市
民
協
働
や
に

ぎ
わ
い
の
創
出
等
に
役
立
て
て
ほ
し
い
。

嘘
私
立
保
育
園
５
園
が
開
設
さ
れ
、
待

機
児
童
の
解
消
に
向
け
前
進
し
た
も
の

と
評
価
す
る
。
保
育
の
質
の
低
下
を
招

か
な
い
よ
う
各
種
の
施
策
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
将
来
に
お
い
て
保
育
サ
ー

ビ
ス
の
需
要
が
減
少
し
た
場
合
を
見
据

え
、
適
切
な
対
応
を
と
る
よ
う
要
望
す

る
。
唄
見
守
り
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
や
、

認
知
症
早
期
発
見
・
早
期
診
断
推
進
事

業
の
開
始
を
評
価
す
る
。
欝
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
中
学
校
全
校

へ
の
配
置
、
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス

タ
ン
ト
等
の
小・中
学
校
全
校
派
遣
等
に

よ
り
、
教
育
環
境
の
向
上
と
学
習
指
導

の
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
と
評
価
す
る
。

以
上
を
申
し
述
べ
賛
成
の
討
論
と
す
る
。

財政規律に基づく適切な予算執行を評価
フ ォ ー ラ ム 小 平 賛成

　

反
対
の
理
由
を
以
下
に
述
べ
る
。
仲

町
公
民
館
・
図
書
館
建
築
工
事
に
関
係

す
る
費
用
に
つ
い
て
、
臼
本
体
工
事
の

内
容
変
更
が
、
市
民
、
議
会
へ
の
説
明

も
な
い
ま
ま
に
意
思
決
定
さ
れ
、
建
設

あ
り
き
で
事
業
が
進
め
ら
れ
た
。
渦
１

億
７
千
万
円
と
い
う
大
き
な
予
算
の
流

用
を
伴
う
事
業
内
容
の
変
更
が
議
会
の

議
決
も
な
く
行
わ
れ
た
。
嘘
厳
し
い
財

政
状
況
が
続
く
と
い
う
認
識
が
示
さ
れ

る
中
、
コ
ス
ト
に
関
し
て
十
分
な
検
討

が
な
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
結
果

的
に
２
億
４
千
万
円
の
市
民
負
担
の
増

加
を
招
い
た
。
市
は
真
摯
に
今
回
の
て

ん
ま
つ
を
直
視
し
事
務
執
行
に
当
た
っ

て
ほ
し
い
。
な
お
、
今
後
の
課
題
と
し

て
、
以
下
指
摘
す
る
。
遅
れ
が
見
ら
れ

る
と
い
う
市
街
地
再
開
発
事
業
に
つ
い

て
は
、
市
の
積
極
的
な
支
援
の
も
と
総

合
的
な
市
街
地
再
興
に
向
け
て
の
取
り

組
み
を
望
む
。
都
市
農
業
の
現
状
と
課

題
を
見
据
え
る
中
で
、
生
産
者
、
農
協

等
と
連
携
し
、
具
体
的
な
施
策
メ
ニ
ュ

ー
の
充
実
に
よ
り
農
地
保
全
を
前
に
進

め
て
ほ
し
い
。
商
工
業
に
つ
い
て
は
、

市
内
商
店
会
等
の
こ
れ
以
上
の
衰
退
を

と
め
る
た
め
の
有
効
か
つ
迅
速
な
施
策

の
展
開
と
地
元
大
手
企
業
と
の
信
頼
構

築
に
向
け
た
一
歩
が
必
要
で
あ
る
。
以

上
を
申
し
述
べ
、
反
対
討
論
と
す
る
。

政 和 会
仲町公民館・図書館建設コスト増の説明不足を指摘

反対
　

賛
成
の
主
な
理
由
を
以
下
に
述
べ
る
。

臼
避
難
所
と
な
る
小
・
中
学
校
４
か
所

に
貯
留
式
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
整

備
を
拡
充
し
た
こ
と
な
ど
は
評
価
す
る
。

渦
仲
町
第
２
公
園
に
だ
れ
で
も
ト
イ
レ

が
設
置
さ
れ
た
が
、
設
置
場
所
と
公
園

の
通
り
抜
け
の
動
線
に
課
題
を
残
し
た
。

嘘
小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
３
か
所

設
置
し
た
こ
と
は
評
価
す
る
。
唄
情
報

シ
ス
テ
ム
編
の
業
務
継
続
計
画
を
策
定

し
た
こ
と
は
評
価
す
る
。
欝
市
道
の
街

路
灯
の
高
効
率
化
は
徐
々
に
進
ん
で
い

る
が
防
犯
灯
等
の
実
施
計
画
等
の
策
定

を
望
む
。
蔚
認
可
保
育
園
５
園
の
新
設

等
に
よ
り
一
定
の
待
機
児
童
受
け
入
れ

と
な
っ
た
。
鰻
高
齢
者
見
守
り
サ
ポ
ー

タ
ー
の
養
成
は
少
し
ず
つ
進
ん
で
い
る

が
、
高
齢
者
全
体
を
大
き
く
カ
バ
ー
す

る
実
行
性
あ
る
大
胆
な
見
守
り
施
策
の

実
施
が
必
要
と
考
え
る
。
姥
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
へ
の
取
り
組
み
は
、

医
療
と
介
護
の
連
携
等
の
具
体
的
進
捗

が
待
た
れ
る
。
厩
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
の
中
学
校
全
校
配
置
は
評

価
で
き
る
。
一
方
、
仲
町
公
民
館
跡
地

に
係
る
方
針
転
換
に
至
っ
た
経
緯
の
説

明
が
な
い
な
ど
、
市
の
姿
勢
を
厳
し
く

指
摘
す
る
。
責
任
あ
る
市
長
の
説
明
及

び
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
行
を
強

く
申
し
入
れ
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

各事業は評価、トップマネジメントを求める
市 議 会 公 明 党 賛成


